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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 94,088 △10.3 1,775 △3.7 1,664 13.4 1,257 ―

21年3月期第3四半期 104,888 ― 1,844 ― 1,467 ― 87 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 13.44 ―

21年3月期第3四半期 0.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 115,298 36,102 30.5 375.64
21年3月期 108,227 35,443 31.2 361.19

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  35,133百万円 21年3月期  33,789百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年3月期 ― 3.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 138,000 △5.8 5,000 0.6 4,800 5.6 1,800 37.9 19.24

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想
数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 96,707,842株 21年3月期  96,707,842株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  3,179,701株 21年3月期  3,159,190株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 93,537,217株 21年3月期第3四半期 93,579,829株
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当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、世界経済が緩やかな回

復基調にあり、国内景気も持ち直してきていると言われています。しかし昨年11月にドバイショックが起

きる等、金融危機の火種は未だ世界各所に燻っていますし、国内景気も円高や設備投資の低迷、雇用情勢

の悪化、そしてデフレ懸念の中で、依然として本格的回復に向けての道筋の見えない不透明な状況が続い

ています。 

 その中で当第３四半期連結累計期間の売上高は94,088百万円（前年同期比10.3％減）、経常利益は

1,664百万円（前年同期比13.4％増）、四半期純利益は1,257百万円（前年同期比1,344.8％増）となりま

した。 

 事業の種類別セグメントの業績は次の通りです。 

〔段ボール・紙器事業〕 

 段ボール・紙器事業においては、業界全体として景気悪化の逆風を受け、また夏場の天候不順からビー

ル・飲料等の加工食品や青果物向けにも影響が出る等、需要は前年同期を下回りました。 

 その中で当社は比較的需要の落ち込みが少ない、しかしお客様のニーズが高度で多様化した加工食品向

けを主力とすることから、昨年４月に国内最大規模を誇る館林工場に第３加工場を竣工させ、主要工場に

最新鋭の加工機や品質向上のための各種装置の導入を順次進める等、生産力の強化や品質管理の徹底に引

続き積極的に取組んでまいりました。 

 また一昨年秋まで３年連続して引き上げられてきた原紙価格が昨年春に引き下げられる等、事業環境は

大きく変動してきていますが、更なる内部コストの削減と再生産可能な製品価格体系の維持に引続き粘り

強く取組み、お客様のご理解をいただいてまいりました。 

 この結果、段ボール・紙器事業の売上高は53,252百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益は4,815百万

円（前年同期比34.3％増）となりました。 

〔住宅事業〕 

 住宅事業においては、高気密・高断熱で人にも環境にもやさしく、耐久性にも富むスウェーデンハウス

の優れた商品特性は、引続き高いご評価をいただいております。しかし世界的な金融危機の中での個人資

産の目減りや、雇用情勢の悪化、景気先行きの不透明感から、住宅需要は大きく減退し、新設住宅着工戸

数も大幅に減少する等、厳しい事業環境が続いております。 

 この結果、住宅事業の売上高は23,063百万円（前年同期比25.2％減）、営業損失は2,539百万円（前年

同期は営業損失1,378百万円）となりました。 

〔運輸倉庫事業〕 

 運輸倉庫事業では、天候不順により清涼飲料等の取扱量が減少し、売上高は14,099百万円（前年同期比

9.3％減）となりましたが、生産性の向上や固定費の圧縮に努めた結果、営業利益は639百万円（前年同期

比11.1％増）となりました。 

〔商事事業、その他の事業〕 

 商事事業、その他の事業では、ＰＥＴ関連の販売数量が増加したものの、価格の低下により売上高は

3,672百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益は116百万円（前年同期比49.6％減）となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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総資産は前連結会計年度比7,071百万円増加し、115,298百万円となりました。流動資産では、商品及び

製品が1,403百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が3,394百万円の増加、仕掛品が4,064百万円の

増加などで、前連結会計年度比6,836百万円増加の57,721百万円となりました。固定資産では、無形固定

資産が389百万円の増加などで、前連結会計年度比234百万円増加の57,576百万円となりました。 

負債の部は、前連結会計年度比6,412百万円増加し、79,195百万円となりました。これは主に短期借入

金の増加1,938百万円や流動負債のその他の増加5,356百万円によるものです。 

 純資産の部は、前連結会計年度比659百万円増加し、36,102百万円となりました。これは主に少数株主

持分の減少685百万円がありましたが、利益剰余金の増加1,128百万円、その他有価証券評価差額金の増加

150百万円によるものです。 

  

当社グループの資金状況は、営業活動による資金の増加は1,889百万円（前年同期は805百万円の増加）

となりました。これは主に売上債権の増加3,416百万円、たな卸資産の増加2,426百万円、法人税等の支払

2,503百万円がありましたが、税金等調整前四半期純利益1,475百万円、減価償却費3,563百万円、未成工

事受入金の増加4,887百万円により増加しました。 

 投資活動による資金の減少は4,180百万円（前年同期は3,427百万円の減少）となりました。これは主に

有形固定資産の取得により3,578百万円支出されたことにより減少しました。 

 財務活動による資金の増加は1,846百万円（前年同期は2,725百万円の増加）となりました。これは主に

借入金の増加2,439百万円によるものです。 

 当第3四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は10,137百万円となり、前連結会計年度末の10,581

百万円と比べ444百万円減少しました。 

  

今後の見通しについては、米国やＥＵ諸国の景気回復の足取りは重く、中国をはじめとする新興諸国の

力も迫力を欠く中で、輸出による外需依存度の高い日本経済としては、本格的な景気回復にはまだしばら

く時間を要するものと予想されます。 

 その中で段ボール・紙器事業においては、最新鋭設備の導入等に加え、全国の工場における労働環境の

改善を積極的に進め、生産性の向上や品質面での一級品作りを支える基盤の強化にも前向きに取組んでお

ります。また人材の育成や環境対策等にも努め、お客様のニーズと時代を先取りし、よりフットワークの

利いた製造と営業の体制を構築してまいります。 

 住宅事業においては、引続き厳しい事業環境の中で、国土交通省が昨年度からスタートさせた「長期優

良住宅先導的モデル事業」に今年度もスウェーデンハウスが採択される等、スウェーデンハウスの優れた

商品特性を背景に、北欧シンプルモダンの都市型新商品「ヒュースプラータ」を新たに投入し、お客様の

多様なライフスタイルにフィットした商品展開を進めると共に、販売力の強化や業務の集約化と効率性の

向上による内部コストの削減に尚一層努めてまいります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、工期のごく短いもの等については工事完成基準

を適用し、その他の工事で当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を適用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響はありません。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,137 10,581

受取手形及び売掛金 25,764 22,370

商品及び製品 7,388 8,791

仕掛品 4,914 850

原材料及び貯蔵品 3,695 3,937

その他 5,883 4,412

貸倒引当金 △61 △59

流動資産合計 57,721 50,885

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 16,559 16,555

機械装置及び運搬具（純額） 10,881 11,239

土地 17,718 17,433

その他（純額） 1,489 1,851

有形固定資産合計 46,649 47,080

無形固定資産 675 286

投資その他の資産   

投資有価証券 6,666 6,355

その他 4,183 4,076

貸倒引当金 △597 △457

投資その他の資産合計 10,251 9,974

固定資産合計 57,576 57,342

資産合計 115,298 108,227
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,176 12,242

短期借入金 4,370 2,432

1年内返済予定の長期借入金 10,514 9,837

未払法人税等 722 1,879

賞与引当金 730 1,591

その他の引当金 386 613

その他 12,359 7,003

流動負債合計 42,260 35,599

固定負債   

長期借入金 29,089 29,331

退職給付引当金 3,102 3,228

その他の引当金 533 659

その他 4,209 3,965

固定負債合計 36,935 37,184

負債合計 79,195 72,783

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,669 13,669

資本剰余金 11,138 11,138

利益剰余金 10,721 9,593

自己株式 △658 △654

株主資本合計 34,870 33,747

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 183 33

繰延ヘッジ損益 333 234

為替換算調整勘定 △253 △224

評価・換算差額等合計 263 42

少数株主持分 968 1,653

純資産合計 36,102 35,443

負債純資産合計 115,298 108,227
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 104,888 94,088

売上原価 86,730 76,501

売上総利益 18,157 17,587

販売費及び一般管理費 16,313 15,811

営業利益 1,844 1,775

営業外収益   

受取利息及び配当金 204 185

持分法による投資利益 58 70

仕入割引 151 －

固定資産賃貸料 141 －

雑収入 112 329

営業外収益合計 668 585

営業外費用   

支払利息 610 564

雑損失 435 131

営業外費用合計 1,045 695

経常利益 1,467 1,664

特別利益   

完成工事補償引当金戻入額 － 29

その他 － 4

特別利益合計 － 33

特別損失   

固定資産処分損 － 137

減損損失 96 46

たな卸資産評価損 720 －

その他 197 38

特別損失合計 1,013 223

税金等調整前四半期純利益 453 1,475

法人税、住民税及び事業税 1,252 1,420

法人税等調整額 △491 △711

法人税等合計 761 709

少数株主損失（△） △394 △491

四半期純利益 87 1,257
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 453 1,475

減価償却費 3,408 3,563

減損損失 96 46

たな卸資産評価損 720 －

引当金の増減額（△は減少） △1,084 △1,324

受取利息及び受取配当金 △204 △185

支払利息 610 564

売上債権の増減額（△は増加） △4,068 △3,416

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,738 △2,426

仕入債務の増減額（△は減少） 1,497 935

未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,405 4,887

その他 △226 650

小計 1,870 4,770

利息及び配当金の受取額 211 192

利息の支払額 △616 △569

法人税等の支払額 △659 △2,503

営業活動によるキャッシュ・フロー 805 1,889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,746 △3,578

有形固定資産の売却による収入 28 －

投資有価証券の取得による支出 △48 △80

関係会社の整理による収入 － 114

子会社株式の取得による支出 － △570

長期貸付けによる支出 △57 △170

長期貸付金の回収による収入 167 168

その他 230 △63

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,427 △4,180

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,649 1,938

長期借入れによる収入 7,748 2,600

長期借入金の返済による支出 △7,123 △2,098

自己株式の取得による支出 △7 △4

配当金の支払額 △527 △529

少数株主への配当金の支払額 △7 △23

その他 △6 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,725 1,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 75 △443

現金及び現金同等物の期首残高 8,451 10,581

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △1

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,526 10,137
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該当事項なし 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 
 

  
 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
(注)１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

   ２ 各区分の主な製品  

     段ボール・紙器事業・・・・・・・・・段ボールシート、段ボールケース、印刷紙器製品  

     住宅事業・・・・・・・・・・・・・・住宅  

     運輸倉庫事業・・・・・・・・・・・・運送、保管  

     商事事業・・・・・・・・・・・・・・段ボール原材料、住宅部材、保険代理店  

     その他の事業・・・・・・・・・・・・ゴルフ場  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

段ボール・
紙器事業 
(百万円)

住宅事業
(百万円)

運輸倉庫
事業 

(百万円)

商事事業
(百万円)

その他の 
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去又は  
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

54,609 30,832 15,551 3,570 322 104,888 ― 104,888

 (2) セグメント間の 
   内部売上高 
   又は振替高

0 1,861 2,585 25,172 2 29,623 (29,623) ―

計 54,610 32,694 18,137 28,743 325 134,511 (29,623) 104,888

営業利益 
又は営業損失(△)

3,586 △1,378 575 258 △27 3,014 (1,169) 1,844

段ボール・
紙器事業 
(百万円)

住宅事業
(百万円)

運輸倉庫
事業 

(百万円)

商事事業
(百万円)

その他の 
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去又は  
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

53,252 23,063 14,099 3,369 302 94,088 ― 94,088

 (2) セグメント間の 
   内部売上高 
   又は振替高

1 2,054 2,400 23,360 25 27,842 (27,842) ―

計 53,254 25,117 16,499 26,730 328 121,930 (27,842) 94,088

営業利益 
又は営業損失(△)

4,815 △2,539 639 225 △109 3,030 (1,255) 1,775
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【所在地別セグメント情報】  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。  

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

該当事項なし 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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